
薬剤科 

                                                  小森勝也 

 薬剤科では、当センターの運営方針に基づき、8 項目（薬剤管理指導業務の強化、業務システム

の効率的運用、材料費の縮減、がん化学療法システムの効率的運用、チーム医療への積極的関与、

医療安全への貢献・診療の質の向上、専門薬剤師の育成・研修受入体制の推進、薬学生長期実務実

習受入体制の確立）を基軸として、各種業務を実践している。また、実践業務においては医療安全

の確保と経済性効率を勘案しつつ、医師、看護師、その他、多くの職種の方々の協力を得ながら主

体的に薬物療法に参加することで、医薬品の適正使用推進に向けて日々努力している。 

 

1．薬剤管理指導業務・病棟薬剤業務 

 薬剤管理指導業務は救命救急センターを含めた全病棟を対象に行っており、各主任をヘッドとし

たチームに副主任を配置することで一層の業務効率化を図っている。（1594 件／月） 

全入院患者の持参薬情報は電子カルテに入力し、医師へ情報提供を行っている。 

常駐薬剤師による一般注射薬無菌混合調製は、薬剤師が患者個々の検査データ、薬剤溶解時の安

定性・配合変化チェック、回診カンファレンスにおける情報収集（投与中止、重複処方、投与量の

変更確認、開始時間の確認）をもとに病棟クリーンベンチ内で実施している。 (3,728 本／月)  

 2．抗癌剤・IVH 製剤の無菌調製 

 良質な医薬品の供給を目的に、薬剤科注射薬室の無菌室において一元的に、クリーンベンチ・安

全キャビネットを用いた無菌混合調製を実施している。 

 抗癌剤に関しては平成 14 年 7 月に外来化学療法室が開設され、全診療科の外来患者を対象に月

間約 1250 本の無菌調製を行っている。また入院患者に対しては、17 年度より取り組みを始めてお

り、平成 22 年度は月間約 500 本の調製を行っている。また、がん薬物療法委員会において承認さ

れたプロトコールを対象に、薬剤科でプロトコールチェックを行い、安全管理の徹底を図っている。 

3．医薬品情報管理（収集・評価・提供） 

 医薬品は、医薬品の使用者である患者の有効性・安全性を確保するために、適正に使用されなけ

ればならない。情報化社会の現在、医療の中で取り扱う情報は、正確かつ適正に管理される必要が

ある。薬剤科では医薬品情報の適正な管理と供給を行うために専任スタッフを配置し、厚生労働省

への副作用報告も積極的に行っている。（30 件／年） 

4．治験業務 

 適正な治験実施については、国際的な評価に値する臨床データの作成が求められており、厚生労

働省としても新 GCP に基づく治験の実施について指導を強化しているところである。当薬剤科に

あっても治験支援業務を行う専任薬剤師 CRC（治験主任薬剤師 1 名、薬剤師 1 名）を配置してい

る。 

5．HIV感染症患者への服薬支援の強化 

 HIV感染症患者に対しては、担当薬剤師 3 名（専従 2 名、併任 1 名）を配置することで円滑な服

薬支援体制を構築している。また、感染症科外来に隣接した「お薬の相談室」を新たに設置し、薬

剤師が常駐することで患者動線の改善、医師・看護師との緊密な連携が強化でき、より多くの長期

患者に対してのフォローが実践できている。（207 件／月）。 



6．専門薬剤師の育成・研修受入体制の推進 

日本病院薬剤会 HIV 感染症薬物療法認定薬剤師養成研修施設、日本医療薬学会がん専門薬剤師

研修施設の認定を受けており、前者においては 4 名の研修生を受け入れた。また、薬学部 6 年制に

伴う薬学生長期実務実習生は 16 名を受け入れている。 
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